評価の観点と評価規準　1年（平成21年度）
	単　　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	1　かずと　すうじ
	Ａ
	身のまわりの具体的な場面に目を向け，数を用いることのよさを感じ，進んでいろいろな個数を，数を用いて表そうとする。
	10までの数の大小比較を，数図と対応させながら考えることができる。
	10までの数について，並び方などに着目し，正確によんだり，かいたり，大小を比べることができる。
	5までの数についての合成・分解や10までの数についてのよみ方やかき方，大小比較の仕方を十分理解している。

	
	Ｂ
	具体的な場面で，個数を表すのに，進んで数で表そうとする。
	10までの数について，数の読み方や書き方を理解し，大小比較の仕方を考えることができる。
	10までの数について，よんだり，かいたり大小を比べることができる。
	5までの数についての合成･分解や10までの数についてのよみ方，かき方，大小比較の仕方を理解している。

	2　なんばんめ
	Ａ
	前後，上下，左右などの用語とあわせ，進んで順序数を用いて表そうとする。
	集合数と順序数の違いを意識し，前後，上下，左右などの用語を用いて，位置の表し方を工夫したり，考えたりすることができる。
	集合数と順序数の違いがわかり，確実に位置を表すことができる。
	集合数と順序数の違いと前後，上下，左右などの用語を使った位置の表し方について十分理解している。

	
	Ｂ
	具体的な場面で，順序数で表すよさを感じ，数を使って表そうとする。
	前後，上下，左右などの用語を用いて，位置の表し方を工夫したり，考えたりすることができる。
	集合数と順序数を使い，前後，上下，左右などの用語とともに，位置を表すことができる。
	集合数と順序数の違いと前後，上下，左右などの用語を使った位置の表し方について理解している。

	3　いくつと　いくつ
	Ａ
	数の大きさや構成について関心をもち，10までの数の合成・分解に進んで取り組もうとする。
	10の補数の規則性に着目し，10までの数の合成・分解を考えることができる。
	10までの数の合成・分解や10の補数について，正確に求めることができる。
	数の大きさや合成・分解について十分理解している。

	
	Ｂ
	10までの数の合成･分解に進んで取り組もうとする。
	10までの数の合成･分解や10の補数について考えることができる。また，0の意味を考えることができる。
	10までの数の合成･分解や10の補数を求めることができる。また，0についてよんだり，表したりできる。
	数の大きさや数の合成・分解について理解している。

	4　いろいろな　かたち
	Ａ
	身近にある立体の形を抽象化し，その立体の特徴に目を向けようとする。
	立体の構成要素を意識しながら，身近にある立体の形の特徴を進んで考えることができる。
	身近にある立体の特徴を，正確に説明することができる。
	身近にある立体の形を観察し，その特徴を十分理解している。

	
	Ｂ
	身近にある立体に関心を持ち，観察したり，触れたりして，その特徴に目を向けようとする。
	身近にある立体の形の特徴を考えることができる。
	身近にある立体の特徴を説明することができる。
	身近にある立体の形を観察し，その特徴を理解している。


	単　　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	●　ふえたり　へったり
	Ａ
	数量がふえたり，へったりする事象に関心をもち，進んで変化の様子をとらえようとする。
	増減の意味を，具体的な事象や操作と関連づけて考えたり，説明することができる。
	数量の増減に着目し，「ふえた」「へった」ということばで説明したり，ブロックを操作することができる。
	数量が増減する事象について，具体的な事象と結びつけて，その意味を理解している。

	
	Ｂ
	数量がふえたり，へったりする事象に関心をもち，変化の様子をとらえようとする。
	増減の意味を，具体的な事象や操作と関連づけて考えることができる。
	数量の増減に着目し，「ふえた」「へった」ということばを使って，ブロックを操作することができる。
	数量が増減する事象について，操作的・体験的な活動を通して，その意味を理解している。

	5　あわせて　いくつ

　　ふえると　いくつ
	Ａ
	身近な場面において，たし算が適用できる場面を進んで見つけ，たし算を用いて解決しようとする。
	身近な場面において，たし算を適用する場面を考えることができる。
	身近な場面においてたし算を適用することができ，計算できる。
	たし算を適用する場面と，たし算を結びつけ，その意味を理解している。

	
	Ｂ
	身近な場面において，たし算を用いて解決しようとする。
	作業的・体験的な活動を通して，たし算の仕方について考えることができる。
	たし算の式に表したり，式をよんだり，(1桁)＋(1桁)≦10の計算が確実にできる。
	たし算を適用する場面を理解し，計算の仕方を理解している。

	6　のこりは　いくつ

　　ちがいは　いくつ
	Ａ
	身近な場面において，ひき算が適用できる場面を探し，ひき算を用いて解決しようとする。
	身近な場面において，ひき算を適用する場面を考えることができる。
	身近な場面において，ひき算を適用することができ，計算できる。
	ひき算を適用する場面と，ひき算を結びつけ，ひき算の意味を理解している。

	
	Ｂ
	作業的・体験的な活動の場面で，ひき算を用いて解決しようとする。
	作業的・体験的な活動を通して，ひき算の仕方について考えることができる。
	ひき算の式に表したり，式をよんだり，(10以下の数)－(1桁)の計算が確実にできる。
	ひき算を適用する場面を理解し，計算の仕方を理解している。

	7　10より　おおきい

　かず
	Ａ
	20までの個数や順序を，数を用いて表したり，数直線で表すことのよさを感じ，進んで数直線を用いようとする。
	20までの数の大小や順序を10のまとまりと1のまとまりに着目し，10までの数の大小や順序と関連づけて考えることができる。
	20までの数の大小や順序について確実に判断することができる。
	「10といくつ」と見ることで，数についての豊かな感覚を身につけている。

	
	Ｂ
	具体的な場面を通して，20までの個数や順序を，数を用いて表したり，数直線で表すことのよさを感じ，数直線を用いようとする。
	数にかかわる作業的・体験的な活動を通して，20までの数のよみ方，かき方，大小や順序について考えることができる。
	20までの数について，よんだり，かいたり，大小を比べたり，「10といくつ」の合成･分解ができる。
	20までの数の表し方，大小比較，順序数としての役割を理解している。





	単　　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	8　ながさくらべ

かさくらべ

ひろさくらべ

なんじ なんじはん
	Ａ
	身近にあるものの長さ，かさ，ひろさに関心をもち，工夫して比較しようとする。

また，時計に関心をもち，何時・何時半の時刻を進んでよもうとする。
	状況に応じて，適切な比較や測定の方法で長さ，かさ，広さを表す仕方を考えることができる。

また，何時・何時半の時刻のよみ方を理解し，説明できる。
	状況に応じて，適切な比較や測定の方法を選択し，長さ，かさ，広さを比較することができる。

また，何時・何時半の時刻をよんだりつくったりできる。
	状況に応じた適切な比較や測定の方法で長さ，かさ，広さを表す仕方を理解している。

また，何時・何時半の時刻のよみ方やつくり方を理解している。

	
	Ｂ
	身近にあるものの長さ，かさ，広さに関心を持ち，比較しようとする。

また，時計に関心をもち，何時・何時半の時刻をよもうとする。
	身近にあるものの長さを比べる方法を考えることができる。

また，何時・何時半の時刻のよみ方を理解できる。
	直接・間接比較や任意単位による測定によって，長さ，かさ，広さを比較することができる。また，何時・何時半の時刻をよむことができる。
	直接・間接比較の仕方や長さ，かさ，広さを表す仕方を理解している。また，何時・何時半の時刻のよみ方やつくり方を理解している。

	9　3つの　かずの

　けいさん
	Ａ
	3口の数の計算を用いるよさを感じ，身近な問題を進んで解決しようとする。
	3口の計算の仕方を，工夫して考えることができる。
	具体的な場面に即して，3口の計算が確実にできる。
	3口の計算式を見て，その式が表す問題場面を理解することができる。

	
	Ｂ
	3口の加法・減法を用いて，身近な問題を解決しようとする。
	3口の計算の仕方を考えることができる。
	具体的な場面に即して，3口の計算ができる。
	3口の計算の仕方を理解している。

	10　たしざん
	Ａ
	繰り上がりのあるたし算の意味を理解し，進んで身近な問題に用いようとする。
	10のまとまりを作ることを基に，工夫して繰り上がりのある計算の仕方を考えることができる。
	(1桁)＋(1桁)で繰り上がりのあるたし算が確実にできる。
	(1桁)＋(1桁)で繰り上がりのあるたし算の計算の仕方を十分理解している。

	
	Ｂ
	繰り上がりのあるたし算の意味を理解し，身近な問題に用いようとする。
	繰り上がりのあるたし算について，計算の仕方を考えることができる。
	(1桁)＋(1桁)で繰り上がりのあるたし算ができる。
	(1桁)＋(1桁)で繰り上がりのあるたし算の計算の仕方を理解している。

	10　たしざん

ステップ
	Ａ
	加数分解による繰り上がりのあるたし算に進んで取り組もうとする。
	繰り上がりのあるたし算で加数に伴った被加数分解の理由を考えることができる。
	繰り上がりのあるたし算が確実にできる。
	繰り上がりのあるたし算の仕方を十分理解している。

	
	Ｂ
	加数分解による繰り上がりのあるたし算に取り組もうとする。
	繰り上がりのあるたし算で加数に伴った被加数の分解を考えることができる。
	繰り上がりのあるたし算ができる。
	繰り上がりのあるたし算の仕方を理解している。

	10　たしざん

ジャンプ
	Ａ
	加数と被加数の関係やきまりを進んで考えようとする。
	加数と被加数の関係やきまりに着目し，工夫して式を考えることができる。
	20以下の数を加数と被加数に分解できる。
	加数と被加数の関係やきまりを十分理解している。

	
	Ｂ
	加数と被加数の関係やきまりを考えようとする。
	加数と被加数の関係やきまりに着目し，式を考えることができる。
	14や16を加数と被加数に分解できる。
	加数と被加数の関係やきまりを理解している。


	単　　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	●　かたちを　うつして
	Ａ
	まる，さんかく，しかくの形を使って，進んでいろいろな絵を描こうとする。
	まる，さんかく，しかくのそれぞれの特徴を生かして描ける絵をいろいろ考えることができる。
	まる，さんかく，しかくのそれぞれの特徴を生かして，いろいろな絵を描くことができる。
	まる，さんかく，しかくの特徴を知り，それらを使って絵がかけることを理解している。

	
	Ｂ
	まる，さんかく，しかくの形を使っていろいろな絵を描こうとする。
	まる，さんかく，しかくを使った絵を考えることができる。
	まる，さんかく，しかくの形を使って，いろいろな絵を描くことができる。
	まる，さんかく，しかくの形を使って絵がかけることを理解している。

	11　ひきざん
	Ａ
	繰り下がりのあるひき算の仕方を理解し，進んで身近な問題に用いようとする。
	10のまとまりから引くことを基に，繰り下がりのある計算の仕方を工夫して考えることができる。
	(十何)－(1桁)で被減数を10のまとまりと残りの数に分解し，繰り下がりのあるひき算が確実にできる。
	(十何)－(1桁)で繰り下がりのあるひき算の計算の仕方を十分理解している。

	
	Ｂ
	繰り下がりのあるひき算の意味を理解し，身近な問題に用いようとする。
	繰り下がりのあるひき算について，計算の仕方を考えることができる。
	(十何)－(1桁)で繰り下がりのあるひき算ができる。
	(十何)－(1桁)で繰り下がりのあるひき算の計算の仕方を理解している。

	11　ひきざん

ステップ
	Ａ
	被減数の分解による繰り下がりのあるひき算に進んで取り組もうとする。
	繰り下がりのあるひき算で減数に伴った被減数の分解の理由を考えることができる。
	繰り下がりのあるひき算が確実にできる。
	繰り下がりのあるひき算の仕方を十分理解している。

	
	Ｂ
	被減数の分解による繰り下がりのあるひき算に取り組もうとする。
	繰り下がりのあるひき算で減数に伴った被減数の分解を考えることができる。
	繰り下がりのあるひき算ができる。
	繰り下がりのあるひき算の仕方を理解している。

	11　ひきざん

ジャンプ
	Ａ
	減数と被減数の関係やきまりを進んで考えようとする。
	減数と被減数の関係やきまりに着目し，工夫して式を考えることができる。
	答えが1位数になるひき算を式にかける。
	減数と被減数の関係やきまりを十分理解している。

	
	Ｂ
	減数と被減数の関係やきまりを考えようとする。
	減数と被減数の関係やきまりに着目し，式を考えることができる。
	答えが3や5になるひき算を式にかける。
	減数と被減数の関係やきまりを理解している。

	●　たすのかな　ひくのかな
	Ａ
	雪合戦の場面を見て，どんな計算になるかを進んで考えようとする。
	数量の関係を正確にとらえ，演算決定の根拠を説明することができる。
	数量の関係を正確にとらえて，正しく演算を決定することができる。
	演算が具体的な事象と結びつけられることを理解している。

	
	Ｂ
	雪合戦の場面を見て，どんな計算になるかを考えようとする。
	数量の関係を正確にとらえ，根拠をもって演算を決定することができる。
	数量の関係をとらえて，正しく演算を決定することができる。
	演算を具体的な事象と結びつけて理解している。

	12　0の　たしざんと

　　ひきざん
	Ａ
	0を含む計算場面で，立式をし，進んで計算に取り組もうとする。
	0を含む計算について，式を作る数と答の関係について考えることができる。
	0を含む加減計算を確実にできる。
	0を含むたし算，ひき算の意味と計算の仕方を十分理解している。

	
	Ｂ
	具体的な場面で，0を含む計算に取り組もうとする。
	具体的・体験的な活動を通して，0を含む計算の意味を考えることができる。
	0を含む加減計算ができる。
	0を含むたし算，ひき算の意味と計算の仕方を理解している。


	単　　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	●　ものと　ひとの　かず
	Ａ
	異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算を自ら進んでしようとする。
	1対1対応により，異種の量の加減計算ができることを考え，説明することができる。
	題意を正確にとらえ，異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算が手早くできる。
	異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算の仕方を十分理解している。

	
	Ｂ
	異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算をしようとする。
	1対1対応により，異種の量の加減計算ができることを考えることができる。
	操作活動を通じて，異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算ができる。
	異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算の仕方を理解している。

	13　大きい　かず

10が いくつの けいさん

100を こえる かず
	Ａ
	100までの数について進んで調べようとしたり，10を単位としたたし算，ひき算の仕方を積極的に考えようとする。また，120程度までの数についても，進んで調べようとする。
	100までの数について，位取りの考えを用いて，かき方や10を単位としたたし算，ひき算の仕方を考えたり，説明したりできる。また，120程度までの数についても，同様に，よみ方やかき方を考えることができる。
	100までの数について，よんだり，かいたり，大小を比べたり，10を単位としたたし算，ひき算が確実にできる。また，120程度までの数を「100といくつ」という見方で確実にとらえることができる。
	100までの数について，表し方，大小・系列を十分理解し，豊かな感覚を十分身につけている。

また，100をこえる数についても同様の性質があることを理解している。

	
	Ｂ
	100までの数について進んで調べようとしたり，10を単位としたたし算，ひき算の仕方を考えようとする。また，120程度までの数についても調べようとする。
	100までの数について，位取りの考えを用いて，かき方や10を単位としたたし算，ひき算の仕方を考えることができる。

また，120程度までの数についてもよみ方やかき方を考えることができる。
	100までの数について，よんだり，かいたり，大小を比べたり，10を単位としたたし算，ひき算ができる。また，120程度までの数を「100といくつ」という見方でとらえることができる。
	100までの数について，表し方，大小・系列を理解し，豊かな感覚を身につけている。また，100をこえる数についても同様の性質がありそうとの認識をもっている。

	13　大きい　かず

ステップ
	Ａ
	100までの数について，大小比較したり，十進位取り記数法を用いたりして進んで表そうとする。
	一の位や十の位の数字がきめられた数やある数よりもいくつ小さい数などを根拠をもって考えることができる。
	100までの数について，大小比較したり，十進位取り記数法を用いて確実に表したりすることができる。
	100までの数について，大小比較したり，十進位取り記数法を用いて表すことを十分理解している。

	
	Ｂ
	100までの数について，大小比較したり，十進位取り記数法を用いて表そうとする。
	一の位や十の位の数字がきめられた数やある数よりもいくつ小さい数などを考えることができる。
	100までの数について大小比較したり，十進位取り記数法を用いて表したりすることができる。
	100までの数について大小比較したり，十進位取り記数法を用いて表すことを理解している。

	13　大きい　かず

ジャンプ
	Ａ
	位を見て，100より大きい数の構成をもとに，進んで数の順序や大小比較を考えようとする。
	位を見て，100より大きい数の構成をもとに，数の順序や大小比較を工夫して考えることができる。
	位を見て，100より大きい数の構成をもとに，数の順序や大小比較が確実にできる。
	位を見て，100より大きい数の構成をもとに，数の順序や大小比較を十分理解している。

	
	Ｂ
	位を見て，100よりも大きい数の構成をもとに，数の順序や大小比較を考えようとする。
	100より大きい数について，数の順序や大小比較を考えることができる。
	位を見て，100より大きい数の構成をもとに，数の順序や大小比較をすることができる。
	位を見て，100より大きい数の構成をもとに，数の順序や大小比較を理解している。


	単　　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	★100までの かずの 

けいさん
	Ａ
	簡単な2位数について，数構成に基づいてたし算やひき算ができることを知り，進んで計算しようとする。
	数構成に基づいて，簡単な2位数のたし算，ひき算の仕方を考えたり，説明したりできる。
	簡単な2位数についてのたし算やひき算が確実にできる。
	簡単な場合の2位数についても，たし算やひき算ができることを理解する。

	
	Ｂ
	簡単な2位数のたし算やひき算を進んでしようとする。
	数構成に基づいて，簡単な2位数のたし算やひき算の仕方を考えることができる。
	簡単な2位数についてのたし算やひき算ができる。
	簡単な場合の2位数についても，たし算やひき算ができることを知る。

	★　とけい
	Ａ
	日常の生活場面に即して，何時何分の時刻を進んでよもうとする。
	時計の目盛に関連づけて，何時何分の時刻のよみ方を考えたり，説明したりできる。
	何時何分の時刻をよんだり，時計の文字盤で表したりできる。
	時計の目盛りのしくみを知り，何時何分の時刻のよみ方を理解する。

	
	Ｂ
	日常の生活場面に即して，簡単な時刻（何時何分）をよもうとする。
	時計の目盛りに関連づけて，何時何分の時刻のよみ方を考えることができる。
	簡単な時刻（何時何分）をよんだり，時計の文字盤で表したりできる。
	時計の目盛りのしくみを知り，簡単な時刻（何時何分）のよみ方を理解する。

	●　おおい　ほう　すくない　ほう
	Ａ
	一方の数量と差がわかったときの他方の数量を自ら進んで求めようとする。
	数量の大小関係を正しくとらえ，演算決定の根拠を考え，それを説明できる。
	一方の数量と差から大小を判断し，演算を決定して，他方の数量を求めることができる。
	一方の数量と差から大小を判断し，他方の数量を求める仕方を理解している。

	
	Ｂ
	一方の数量と差がわかったときの他方の数量を求めようとする。
	数量の大小関係を正しくとらえ，演算決定の根拠を考えることができる。
	一方の数量と差を知って，他方の数量を求めることができる。
	一方の数量と差を知って，他方の数量を求める仕方を理解している。

	みらいへの　つばさ

「おかいものごっこ」
	Ａ
	いろいろなお金の出し方を考えるお買い物ごっこに進んで参加する。
	いろいろなお金の計算の仕方と，お金の簡単な出し方を考えることができる。
	いろいろなお金の出し方を考えるお買い物ごっこで，確実にお金の計算をすることができる。
	いろいろなお金の出し方を考えるお買い物ごっこで，お金の計算の仕方を十分理解している。

	
	Ｂ
	いろいろなお金の出し方を考えるお買い物ごっこに楽しく参加する。
	いろいろなお金の計算の仕方と，その出し方を考えることができる。
	いろいろなお金の出し方を考えるお買い物ごっこでお金の計算をすることができる。
	いろいろなお金の出し方を考えるお買い物ごっこで，お金の計算の仕方を理解している。

	みらいへの　つばさ

「つきめぐり　すごろく」


	Ａ
	上手にゴールに入るための計算を考えながら，楽しんでたし算やひき算をすることができる。
	ゴールにちょうど止まれるように、さいころの目の出方を逆算して考えることができる。
	2つのさいころの目の数で，確実にたし算やひき算ができる。
	1～6までのたし算，ひき算の仕方を十分理解している。

	
	Ｂ
	つきめぐりすごろくを通して，楽しんでたし算やひき算をすることができる。
	ゴールにちょうど止まれるように、さいころの目の出方を考えることができる。
	2つのさいころの目の数で，たし算やひき　算ができる。
	1～6までのたし算，ひき算の仕方を理解している。


	単　　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	みらいへの　つばさ

「10こ　つかって」


	Ａ
	10個の数図ブロックで作った形から，進んで工夫して式に表そうとする。
	10個の数図ブロックで作った形から，工夫して式に表すことができる。
	10個の数図ブロックで作った形から，10の合成・分解を確実に式で表現することができる。
	10をいくつかの数に分解することができ、それを数図ブロックで表現できることを十分理解している。

	
	Ｂ
	10個の数図ブロックで作った形から，式に表そうとする。
	10個の数図ブロックで作った形から，式に表すことができる。
	10個の数図ブロックで作った形から，10の合成・分解を式で表現することができる。
	10をいくつかの数に分解することができ、それを数図ブロックで表現できることを理解している。

	みらいへの　つばさ

「あらわしてみよう」
	Ａ
	(何十)±(1位数)，(何十)±(何十)の計算を進んで工夫して考えようとする。
	(何十)±(1位数)，(何十)±(何十)の計算を工夫して考えることができる。
	(何十)±(1位数)，(何十)±(何十)の計算が確実にできる。
	(何十)±(1位数)，(何十)±(何十)の計算を十分理解している。

	
	Ｂ
	(何十)±(1位数)，(何十)±(何十)の計算を考えようとする。
	(何十)±(1位数)，(何十)±(何十)の計算を考えることができる。
	(何十)±(1位数)，(何十)±(何十)の計算ができる。
	(何十)±(1位数)，(何十)±(何十)の計算を理解している。
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